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 いたずらな風が満開の桜を散らしている。この日、４月１１

日（月）は泉川中学校の入学式があった。桜の花びらを頭や肩

にのせて、特色ある泉川中学校の制服を着た新入生が、校門前

で上級生からピンクのリボンを胸につけてもらう。そのあと保

護者が構えるカメラの前に立ち、遠慮がちにピースのサイン。

次いで玄関前のテーブルで受付をすませて、所属するクラスを

確かめる。その場で見上げると、同校の校訓『努力 友愛 奉

仕』の文字が見える。 

 新入生は上級生に連れられて自分の教室へ、保護者は式場の

体育館に向かう。会場ではこの日の情景にふさわしく、「さくら」

の曲を変奏曲風にアレンジしたピアノの生演奏。落ち着いた雰

囲気のなか心が弾む。 

 泉川中学校でも式に先立ち、東日本大震災の犠牲者に一分間

の黙とうをささげた。校長先生は式辞の中で「みなさん、今日

からは同じ泉川中学校の仲間です」と語りかけ、３つのことを

訴えた。一つ目は、目標を持って勉強や部活動に取り組むこと、

二つ目は、友達や家族など、周りの人たちの良いところをたく

さん見つけ、思いやりと感謝の心を育ててほしいこと、三つ目

は、人の役に立ち、地域や社会に貢献できる人に、と同校の校

訓「努力 友愛 奉仕」に通じる話をされた。 

 ＰＴＡ会長の高橋一成さんからは「何か夢中になるものを見

つけてください」と、在校生代表の古川美紀子さんは生徒自身

の手でつくりあげていく文化祭や運動会の楽しさを話し、「いろ

んなことにチャレンジしてください」「つらい気持ちを一人でか

かえないでください」とやさしい心で後輩たちを迎えた。また、

伊東翔吾さんが９０名の新入生を代表して「素晴らしい三年間

にすることを誓います」と力強く誓いの言葉を述べた。 

努力  友愛  奉仕 

ハローワーク（職業安定所）からの求人情報 

ハローワークからの求人情報は、市役所ロビーにも

ありますが瀬戸会館にも置いてあります。 

原則として毎月５日、１５日、２５日の３回ですが、

当館に届くのは午後になります。 

情報は「一般」（青色）と「パート」（ピンク）の２

種類があります。 

内容は、職種、賃金、就業時間、加入保険、必要な

免許資格などが載っています。 

当館の玄関を入ってすぐのところに置いてありま

すので、お気軽においでください。 

５月の主な行事予定 

５月１８日（水） ― 移動図書館（１４：００～１４：４０）      

５月１１日（水） ― 「日常の人権Ⅱ」の視聴と話し合い 

３１日（火）  ―  独居老人宅訪問（午前中）    

月 1回木曜日 ― でまえおはなし会（１５：００～１５：３０） 

                  泉川小学校放課後児童クラブ 

 

毎週木曜日 ― 囲碁 （１３：００～１６：００） 

毎週金曜日 ― ピンポン （１２：３０～１５：００） 

毎週水曜日 － 詩吟 （１９：００～２１：００） 

毎週各１回 － 高校進学のための学習会 （英語・数学） 

毎月２回 ― トールペイント教室 （９：３０～１２：３０） 

月１回 ―  サークルウォーク (10:00～１２：００） 

各月２回 ― 親子リトミッククラブ（１０：００～１２：００） 

毎週月 水 金曜日―少林寺拳法（１９：００～２１：００） 

‐３‐ 



 

                                

平成２３年５月号 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パネルシアター 

『まんまるさん』 

こども  ３９名 

おとな  ３７名 

たくさんの方の参加、ありがとござい

ます。 

出演者  大原 道子 

     中本 栄子  

「虹が出た！」と横から見ていた男の子が大声で

叫んだ。勢いよく地面にたたきつけられた水がは

じけて霧状になり、よく晴れたこの日の太陽が力

をそえたのだ。子どもの感性は柔らかい。やや緊

張した場面が、一瞬とまったように思えた。 

３月２９日（火）、瀬戸会館と隣接する児童館と合同で消防訓練を

実施した。今回は新居浜市消防署の隊員派遣はなく、両館の職員が

役割を分担して自主的に行ったもので、消防署への通報訓練、屋外

への避難訓練、消火訓練が含まれる。 

訓練は瀬戸会館の調理室から出火したとの想定で始まり、ちょう

ど地域活動クラブで活動中のお母さん１１名が参加した。退避をう

ながす第一報を聞いて、みんなは児童館から避難場所の瀬戸会館駐

車場へと急ぐ。避難誘導する先生の指示に従って、目的の場所に全

員集合したのが火災発生から２分４４秒。幼児２３名を含む４４名

の動きとしては、思いのほか早く避難することができた。 

このあと神野
じ ん の

好威
よしたけ

先生からわかりやすい表現で消火器の扱い方の

説明があり、消火訓練に移る。消防署から借りてきた水の出る消火

器のうしろで、子どもたちは順番を待つ。積極的に挑戦する子もい

れば、しり込みする男の子もいる。うながされたお母さんが、「いざ

やってみると、意外にかたいですね。」と握ったハンドルの感じを語

る。 

  

わたしもママと消防訓練 

回転木馬 

4 月 20 日 瀬戸児童館にて 

 
紙芝居 

 『ワンワン』  作 とよたかずひこ 

人形 

 『へびのさんぽ』 

てあそび 

『おさるでてをたたきましょ』 

絵本 

 『ママだいすき』 作 まどみちお 
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上１ 先頭を切って避難 

上２ 緊張する消火訓練 

  水の勢いに虹が出た 


